
平等(Equality)への戦い： 

WELL Equity Rating の取得に向けたある組織の取り組み 
どのようにして 19 世紀の公園建築家が都市計画組織の幹部に変化をもたらすきっかけを与え
たのか 
 
フレデリック・ロー・オームステッドは、アメリカのランドスケープ・アーキテクトであり、
また社会活動家でした。 ニューヨーク市のセントラルパーク創設の功績が認められながら、
南北戦争における初期の北部支援者としても活躍した彼は、世界を改善したいという深い
願望を持っていました。 
 
オームステッドの足跡と粘り強い精神は、平松宏城氏を含めた何万人もの人々に影響を与
えました。 
 
オームステッドは平松氏のキャリアにとって非常に強力なきっかけとなったため、平松氏
がオームステッドのベストセラー伝記の日本語訳に着手したのも不思議ではありません。 
ヴィトルド・リプチンスキー著『A Clearing in the Distance: Frederick Law Olmsted and 
America in 19th Century』は平松氏に永続的に影響を与え、都市環境を変革する方法につい
ての彼のビジョンを形作るのに役立っています。 
 
「セントラル・パークを造った人は活動家でした…[この本は]格差や不平等と闘う方法、そ
して大衆にメッセージを発信する[力]にインスピレーションを与えてくれました。 そして
私にとってそれは、持続可能なコンサルティング会社の経営だったのです。」 
 
平松氏は、オームステッドのフィロソフィを会社組織に織り込み、より良い空間と場所を創
造することをビジネスの重点に置く、ヴォンエルフの創設者であり最高経営責任者です。 
ヴォンエルフは、クライアントに対してグリーンビルディングコンサルティングと持続可
能な都市景観の仕組みづくりを提供することにより、経済的利益を確保しながら、環境パフ
ォーマンス、人々のウェルビーイング、環境、社会、コーポレートガバナンス（ESG）への
取り組みに対する一般的な認識、等を向上させることを目指しています。 
 
ヴォンエルフは、本社オフィスで WELL Equity Rating を取得した世界初の組織です。
WELL Equity Rating は、組織が企業文化および従業員の健康とウェルビーイングを改善し
ながら、多様性、公正性、包括性、アクセシビリティ、等の目標に向けて行動を促すのに役
立つフレームワークとなっています。 



 
「障害と不平等は目に見えにくいです」と平松氏は説明し、そのような問題を解決するため
にどのように行動を起こすかを決断するのは難しいかもしれないが、そうすることが重要
であるということを共有してくれました。 
 
そしてヴォンエルフは確かに行動を起こしたのです。 WELL Equity Rating を検討し、達成
するために、会社での社内調査と採用戦略を全面的に見直しました。 加えて、具体的な行
動として、回復スペースを提供、 毎年実施されるカスタム調査の作成、家庭内暴力の被害
者支援、等の DEI サポートシステムの導入も含まれています。 また、チームは職場におけ
る室温と照明の個別制御、音響作業ゾーンの選択も可能とし、すべての従業員の快適性と選
択肢の向上を実現しています。 
 
「公正性（Equity）は、当社への入社に関心のある人々だけでなく、現在の従業員にとって
も非常に重要なメッセージです」と ヴォンエルフ の CFO 小山暢朗氏は述べます。 キャ
リアページにはヴォンエルフの価値観が示され、WELL と一致する利点が明確に表現され
ています。 また、育児休暇対象者の取得率 (100%) からハイキングが好きな従業員の割合 
(36%) まで、従業員の統計情報も共有しています。 
 
Rating のローンチに際し、IWBI の社長兼 CEO であるレイチェル・ホジドン氏は次のよ
うに述べています。「多くの組織が DEI に取り組んでいますが、実践のロードマップを持っ
ている組織はほとんどありません。WELL Equity Rating は、組織が公約を実現することを
可能にする革新的な新しいアプローチです。」 
 
ヴォンエルフチームは公約を果たしただけでなく、より良いものを目指して努力を続けて
います。WELL の項目 EB11 に照らし、家庭内暴力の被害者支援を推進するために、チーム
はスタッフにそのような経験についてアンケートを実施しました。 
 
小山氏は、誰もが苦労や問題などを安心して打ち明けられる環境を作りたいと、従業員に対
してオープンであることが同社の DNA であると説明しています。 
 
「我々はその結果だけで満足してはいけないのです。我々は従業員に安心感を与え、幸せを
感じてもらいたいと考えています。何か困ったことがあれば我々はいつでも聞く用意があ
ります。」 
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